




















































• OSS Sakai 







ける Sakai の実験的利用の成果を加えた。 
• Sakai Workshop 
Sakai チーフアーキテクトの Charles Severance、Sakai 国際
化担当のBeth Kirschnerを迎えて名古屋大学にて 20０5年9
月 15 日に開催された。 
• Sakai Conference 
米国アトランタにて 2006 年 12 月に開催された 6th Sakai 
Conference[1]。 




Sakai はそのホームページから配布されている OSS である















OSS と し て 配 布 さ れ て い る Sakai 。 正 式 に は Sakai 
Collaboration and Learning Environment (以下、Sakai CLE)と
呼ばれる。 
 
これらの関係を Sakai Conference における講演資料[3]に加
筆し、図 1 に示す。本図では Requirements Process が独立し
たボックスになっているが、これらは Sakai CLE 開発に関連す
る要求プロセスなので本調査では Software の範囲に含める。 

































め、本調査では Sakai のみを対象とする。 
 
3. Sakai Foundation 
 
3.1 Sakai Project から Sakai へ 
Sakai は設立時の 2003 年から 2005 年まで Sakai Project と
呼ばれていた。設立時のメンバは University of Michigan、
Indiana University、MIT、Stanford University の 4 校であり、
JA-SIG のメンバ大学による uPortal[4]プロジェクトおよび MIT
を中心とする OKI[5]プロジェクトとパートナーシップを結んでプ
ロ ジ ェ ク ト が ス タ ー ト し た 。 Sakai Project は そ の 期 間 に
1.0(2004 年 10 月)、1.5(2005 年 3 月)、1.5.1(2005 年 5 月)、
2.0(2005 年 6 月)、2.0.1(2005 年 8 月)と矢継早に Sakai CLE
をリリースしてきた。その後プロジェクト規模の拡大に伴い
Sakai Project は 2005 年 10 月の Sakai Foundation 設立ととも




3.2 Foundation  
Sakai は抽象的な概念でその定義が曖昧になりがちである
が、『Sakai Foundation が司令塔となり、Sakai Community の
運営と Sakai CLE のリリースを主要な柱として活動するプロジ
ェクトの総称』と捉えると理解しやすい。 
Sakai の中心となる Sakai Foundation は寄付金が税金控除
対象となる nonprofit 501(c3)の資格を持つ法人である。10 名
の Board Member および 13 名のコーディネータからなる組織
で、次のようなミッションをもって活動を行っている。 
• Sakai CLE の開発管理と著作権管理 
• Sakai Community の liability shield (法的保護) 
• プロジェクト管理基盤の整備とコアスタッフの提供 
• Sakai CLE の設計、開発、配布 
• Workgroup 間で問題が生じた場合の調停 
 
2007 年 3 月時点での Board メンバは表 1 の通りである。 
Sakai を実質的に立ち上げた Joseph Hardin は 2006 年 12
月に Chair を退き、その後任として英国ケンブリッジ大学の
John Norman が Chair になった。 
Foundation の年間予算は約 100 万 USD であり、4～6 名の
スタッフが 100% 予算化され活動に専従している。他のメンバ
は 10～80%の範囲で Foundation から Fee を供給され所属す
る組織の業務と兼務しながら活動を行っている。 
 




Sakai のテクノロジベースは Sakai プロジェクトの創始者であ
る Joseph Hardin が開発を行っていた CHEF プロジェクトであ
る。彼が CHEFの拡張であるシステムの命名を考えていたとき
に米国でもテレビ放映されていた”料理の鉄人”からヒントを
得て Chef Sakai から Sakai をとったものと言われている。 
以下、Sakai ホームページにある”What is Sakai?”から引用
する。 
“Sakai” is not an acronym; it is simply the name given to the 
project and the software, initially conceived as extending the 
CHEF technology architecture. CHEF, nearly an acronym 
for “CompreHensive collaborativE Framework”, was an 
online system designed and implemented at the University of 
Michigan to enable online communities to maintain 











表 1 Sakai Foundation Board Member 
表 2 Sakai Membership 
図 2 Sakai 関連組織の位置 
大学(米国) 大学(日本)







San Francisco University SUN
Johns Hopkins University UNISYS
Arizona State University rSmart
ほか ほか
Role Name Institute
Sakai Board Chair John Norman University of Cambridge
Sakai Board Vice-Chair Joseph Hardin University of Michigan
Executive Director Chuck Severance Sakai Foundation,University of Michigan
Member Chris Coppola The rSmart Group
Member Mara Hancock University of California,Berkeley
Member Ian Dolphin University of Hull
Member Lois BrookS Stanford University
Member Vivian Sinou Foothill College
Member Jutta Treviranus Toronto University
Member Bradley Wheeler Indiana University
日本で Membership を有している大学は調査時点で名古
屋大学と法政大学の2 校のみである。表2 の企業会員の欄に
示した rSmart は Sakai に密に関係した企業活動を行っている。
CEO は前述した Sakai Foundation の Board Member であり
Sakai に大きな影響力を持っている。rSmart のビジネスモデル
は、Sakai CLE に様々な機能を追加したパッケージを販売す









Sakai Community は Sakai Partner Program(SPP)に則り運
営されている。この SPP のなかで、Sakai を継続的に維持する
ための原資となる Member 会費が規定されている。会費は毎
年 10,000USD で、学生数が 3000 人以下の大学は 5,000USD
である。図 3 に Membership 数の推移を示すが、企業を除い
た Membership 数は 2006 年 12 月時点で 100 弱であり微増の
傾向にある。 
 
4.2 Sakai Conference 
Sakai Community の 最 も 大 きな イ ベ ン ト で あ る Sakai 
Conference は 2004 年から毎年 6 月と 12 月に開催され、2006
年末までに計 6 回開催されている。開催場所はいずれも北米
である。 
1. Sakai Denver Conference, June 2004  
2. Sakai New Orleans Conference, December 2004 
3. Sakai Baltimore Conference, June 2005 
4. Sakai Austin Conference, December 2005 
5. Sakai Vancouver, BC Conference, May/June 2006 
6. 6th Sakai Conference Atlanta, Georgia, Dec. 2006 
 
直近の Conference は米国ジョージア州アトランタにて 2006
年 12 月 5 日(火)～8 日(金)の日程で開催された。参加者は主
催者側の発表では 500 人で、Australia, Canada, Germany, 
Algeria, Spain, United Kingdom, Grenada, Ireland, Japan, 
Netherlands, Turkey, United States, South Africaの13カ国、
144 機関から参加している。5 回目の Vancouver Conference
までの参加者総計がSakai Foundationより図4のように発表さ
れている。上位は Sakai CLE の開発大学で占められており、
特に Michigan および Indiana は Sakai に大きな影響力を持つ
大学である。 
 
筆者は 6th Sakai Conference に参加する機会を得たので、
Conference の具体的な様子を記す。6th Sakai Conference は





ー、デモなど多岐にわたっており、4 日間で 117 セッションが
開催された。初心者向けの Introduction/Overview から開発
者向けの Programmers’ Café Workshop など参加者のレベル
に応じたセッションが用意されている。参加したセッションを表














1/14/04 7/12/04 1/8/05 7/7/05 1/3/06 7/2/06 12/29/06
Attendee count 
(5 conferences)




























8:00-10:30 Technology Programmers' Café Workshop
10:45-12:15 Community Introducing Sakai
1:30-3:00 Community OSP Overview
3:15-4:45 Technology Creating Video Tutorials on Sakai
5:30-7:30 Welcome Reception
12月6日
8:30-10:15 Welcome and AnnouncementKeynote: Eben Moglen
10:30-11:10 Community Sakai Foundation Overview
11:20-12:00 Technology Project Coorination Update: Sakai 2.3 &Beyond
Blackboard and SFLC about patent
1:30-2:10 Technology Internationalizing Sakai
2:20-3:00 Technology Sakai Internationalization and Localization
3:15-4:45 Implementation User Experience Panel: The Human Side ofSakai
12月7日
8:30-9:45 Keynote: Andrew Booth
10:00-11:30 Technology Visualizing student activity in Sakai: Whatdo instructors want to see?
Keynote:  Brian Cantwell-Smith
1:15-1:55 Technology Sakai Content Integration/Migration
2:05-2:45 Pedagogy Using Sakai in Distance Education: A casestudy
3:00-3:40 Multiple Audience Organizing Large Course with Section Info
3:50-4:30 Implemantation A story as big as Texas…Texas State'sMigration to Sakai
5:30-7:30 Technical Demonstration & Poster Session
12月8日
8:30-9:10 Technology OCW Tool
9:20-10:00 Community Sakaibrary Update: Initial User Responsesand Next Steps
10:15-11:45 Implemantation Rice Sakai Deployment: Integration,Implementation, and Lessons Learned
14:00-17:30 Sakai Coordinators' Meeting
図 3 Sakai Membership 数の推移 
図 4 Sakai Conference 累積参加者数 
表 3 Sakai Conference 参加セッション 




が Sakai CLE である。 




• LMS (Learning Management System) 
• CMS (Course/Class Management System) 
• CSCL (Computer Supported Collaborative Learning)  
• LCMS (Learning Contents Management System) 
 
Sakai では Sakai CLE の位置づけを図 5 のように考えている。
製品として世界の市場で大きなシェアを持つ WebCT および
Blackboard は OSS の moodle とともに Teaching & Learning の
領域に位置づけられている。Teaching & Learning は上述の
区分ではCMSに最も近い。一方、Sakai CLEはリリースされた
当 初 、 協 調 学 習 シ ス テ ム の 製 品 で あ る Lotus と 同 じ
Collaboration に位置づけられていた。Collaboration は CSCL
に近い。図 6 に、Sakai CLE のリリース実績を示すが、Sakai 








Sakai CLE は Web ブラウザを通じて利用するシステムであ
る。 




列のメニューに表示されている機能一覧を表 4 に示す。 




















(1) Sakai Enterprise technologies 
Sakai では大規模なシステムにも対応できるプラットフォー
ムの構築技術を Enterprise Technologies と呼んでいる。具体
的には Java プラットフォーム上で利用される JSF、Velocity、
Tomcat、Hibernate、Spring といった OSS あるいはフレームワ
ークなどを指す。 
 
• JSF(Java Server Faces)[7] 
Web アプリケーションのインターフェースを構築するための













を結び付ける O/R マッピングのためのフレームワーク。 
図 5 Sakai CLE 位置づけ 
図 6 Sakai CLE リリース実績 




















表 4 Sakai CLE 機能一覧 
• Tomcat[11] 
Apache License, Version 2.0 ライセンスにて配布されてい
る Web アプリケーションサーバ。 
 




maven および eclipse といったフリーのツールを利用して行わ
れる。 
• maven[12] 







図 9 に示すように Web2.0 のインフラとして注目を集めてい






















5.4 Requirement process 
Sakai CLE のバージョンアップあるいはリリースアップは
Sakai Requirement Working Group と Sakai Foundation が中
心となって図 11 のようなプロセスで行われている。Sakai 








の期間は 13 週間ほどである。 
 
 
5.5 Reference Case 




中 心 と し た 導 入 事 例 が 示 さ れ て い る 。 Indiana 、
UNISA(University  of South Africa)、Michigan においては
60,000 人以上のユーザが、17,000 以上の Sites(科目)を登録
して利用しており、本学と比較すると、科目数は同等、ユーザ


















図 8 Sakai CLE システムテクノロジ 
図 9 Sakai CLE Web サービス 
図 10 Data Provider 








































• IMS/GLC、ADL SCORM などの標準に準拠している。 
 
6. 法政大学における Sakai 
 













• Business and Society 
• Financial Decision 
• Introduction to Japanese Visual Pop-Culture 
• Managing Marketing 
• Marketing Principles 
• Organization and Management 
• Race and Ethnic Relations II 







バージョンである Sakai 2.3 ではかなり是正されている。 
Sakai の i18n は Java のプロパティファイルを使って実装され



















INSTITUTION USERS SITES WEBSERVERS SYS INTEGRATION
Indiana 121,468 53,979 16 PeopleSoft
UNISA 92,000 4 Novell, ActiveDirectory
Michigan 67,281 17,453 8 UMIAC, Kerebos
Yale 14,569 4 Banner, CAS
Fernando Pessoa 5,250 2,000
UCT 4,040 48 2 PeopleSoft, Novell Nsure
Etudes Alliance 2,560 79
UC, Merced 1,230 305 1 Banner, uPortal
Totals 308,398 73,864 34
表 5 Reference Case 
図 12 法政版 Sakai CLE 




12 万 人 の ユ ー ザ に サ ー ビ ス を 提 供 し て い る Indiana 
University では表 5 に示したように 16 台の Web アプリケーシ
ョンサーバを配備している。 
本学でも4万人規模のユーザが想定されるためにクラスタ構
















• OSS Sakai 
• 本学における Value 
 
(1) プロジェクト体制および運営～公開性と継続性 
Sakai は Sakai Foundation によって組織的に運用されており、
Conference ごとに Board Member から説明される Status 
Report により Member に対するアカウンタビリティが果たされ
ている。Sakai Foundation は米国でリーダーシップを持つ有
数の大学からのメンバで構成されており、その大学自身が

















(3) 本学における Value～情報交換と社会貢献 





i18n および l10n が十分でないことが要因のひとつとして考え
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Research Center for Computing and Multimedia Studies (RCCMS), Hosei University  
 
 
We recognized continuous enhancement of IT-based learning environment introduced on Sep., 2006 and 
have done the survey about Sakai which was open source collaborative learning environment mainly 
developed IT-leading universities in USA by both attending Sakai Conference and information on the Internet. 
Sakai is very informative in terms that Sakai can apply our learning environment to figure out the Sakai 
featuring the state-of-the-art technologies and development method. In addition to that, Sakai community is 
also useful to obtain the information about the IT-based pedagogical method from leading universities ahead 
of Japanese universities. 
Keywords. 
Collaborative Learning Environment, Open Source, LMS, CMS, Sakai, e-Learning 
 
